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 「FFAG 陽子加速器を用いた ADS 用核データの実験的研究プログラム」の一環として、京都大学 FFAG 加

速器を用いて鉄標的に対する陽子入射反応の中性子生成二重微分断面積及び厚い標的からの中性子収量測定

実験を実施した。本講演では、その測定結果について報告する。 
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1. 緒言 

京都大学の FFAG 加速器を用いた加速器駆動核変換システム (ADS) 用核データの実験的研究プログラム

が進行中である。本プログラムでは、鉄、鉛及びビスマス標的に対し測定例の少ない数十から 100 MeV の陽

子入射反応による厚い標的からの中性子収量 (TTNY) と中性子生成二重微分断面積 (DDX) を測定する。講

演では、最初の実験として実施した鉄標的に対する TTNYと DDX測定の概要とその結果について報告する。 

2. 実験 

実験では、FFAG 加速器を用いて 107 MeV に加速した陽子ビームを厚さ 30 mm 及び 2 mm の鉄標的に照射

し、TTNY と DDX の測定をそれぞれ行った。中性子検出器には厚さ 20 mm, 直径 8 mm の NE213 有機液体シ

ンチレーターを用い、複数の放出角度における測定を行った。中性子エネルギーは TOF 法により決定した。

また、長さ 1000 mm の鉄製シャドーバーを用いた BG 測定を行い、室内散乱中性子の影響を評価した。 

3. 結果 

図に 5 度方向の TTNY 測定値を示す。現時点で得られて

いる実験値は、低エネルギー部に加速器からのノイズ、高

エネルギー部に飛行距離の制約によるエネルギー分解能

の悪化 (時間分解能: 9.7 ns, エネルギー分解能: 80 MeV で

50%) の影響を受けている。暫定的に Meier らの実験

値 (113 MeV, 放出角 7.5 度) [1]と PHITS[2] (INCL4.6/GEM

及び JENDL-4.0/HE) による計算値と比較すると、

INCL4.6/GEM の結果に比べて 30 MeV を境に低エネルギ

ー部で計算値よりも小さく、高エネルギー部で大きな値となった。一方で Meier らの結果とは 10 MeV 以上

のエネルギー領域で整合性が確認された。今後はノイズや時間分解能の影響を考慮した解析を行い、最終的

なモデルとの比較を行う。また、Pb や Bi を標的とした実験の計画も進めていく予定である。 
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図. 得られたエネルギースペクトル 
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